
第７８回上映会

横浜市南公会堂
０４５-３４１-１２６１（席数４００席） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 横浜キネマ倶楽部
【プレイガイド】有隣堂伊勢佐木町本店 

いづみ書房 

横浜シネマリン（長者町） 

５月６日（月・祝）５月６日
１２：００
１２：３０

【事前交流会は１０分前開場】



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

《解説》小川プロが牧野で米作りを始めてから６年目の１９８０年８月、稲の開花期に低
温が続いたことから、撮影は牧野を離れ、標高４００メートルから５００メートルの高地に
ある古屋敷村の冷害に向かう。これが、本作の前半部分になるが、小川プロでは、１９７
６年から稲の「観察日記」を始め、７８年５月の田植えから、『牧野物語・稲歴』の撮影を
開始。７９年には土壌学の権威を訪ねて土と微生物の学習をする。『稲歴』は独立した
作品にはならなかったが、それらの経験や研究の蓄積が、ここでの稲の観察や撮影に
活かされた。前半１時間は、古屋敷村の冷害の原因探求に費やされるが、その克明さに
圧倒される。毎日の天気や気温の変化を示す詳細な図表、そこから稲の開花が、平年よ
り２０日も遅れたことが明らかにされ、さらに冷害の原因が、宮城県側の山から降りてく
る「シロミナミ」と呼ばれる冷気にあるとわかってからは、地形の模型を作ってドライア
イスを流し、冷気の流れを可視化していく。それによって、全滅した田とそうでない田が
明らかになる。つまり、冷害という現実から科学的な分析に進み、その結果を再度、実際
の田圃で検証するという往復運動が行われているのだが、それは、実践的な科学のお
手本ともいえるだろう。実際、このパートは、見事な科学映画といってもいいが、ここに
は、通常の科学映画にはない喜びがある。むろん、冷害自体は、喜ばしいことではな
い。にもかかわらず、見ていてワクワクするような喜びを感じるのはなぜなのか？まず
は、小川プロのスタッフが、詳細な観察を記録し、現に起こっている事象の原因を知るこ
とに喜々として取り組んでいる、その様子が見ているこちらに伝わってくるからだ。と同
時に、徹底して具体的・科学的に研究していく過程が、誰にでもわかるように可視化さ
れていくからである。古屋敷村の農民にとっても、冷害の原因は経験的に知っていて
も、冷気の流れを正確にこの目で見たわけではない。それが、模型を使った実験によっ
て可視化されたとき、改めて得心がいって「わかる」のだ。たんに「知る」のではなく、見
て「わかる」こと。それが楽しいのである。牧野の小川たちは、稲刈りにせよ養蚕にせ
よ、自分たちの実践を通じて認識を深め、それを映画にしていったのである。それは、オ
ワリばあさんが、いちばん辛かったことと語る、山道を炭や桑の葉を背負って往来した
という「オワリ街道」を、カメラが辿っていく短いシーンにさえ現れている。画面には、た
だカメラマンの歩行につれて山道が写し出されていくだけだが、やがて画面外から荒
い息遣いが響いてくる。それによって、この道を４、５０キロもの荷を担いで歩くことの辛
さが、見る者にも体感されるのである。後半は一転して、古屋敷村の人たちへの聞き語
りになる。彼らの記憶を通して、この村の歴史が語られていくが、それは、大文字の歴史
からはこぼれ落ちた生きられた時間として現れる。事実、オワリばあさんの、山奥から赤
い腰巻きの「いいオナゴ」が現れたのを見たという不思議な話にしても、花屋の分家の
さださんの、夫が村と上山を往復して荷運びをする仕事で帰ってきたとき、お湯を沸か
して馬の足を洗ってやるという話にしても、あるいは三人の男たちが、それぞれの体験
を通して語る戦争にしても、そこに見えているのは、語る彼らの顔でしかないが、その顔
や声から、この人たちの生きた時間が立ち上ってくる。わけても、蚕が作った繭を取り出
す作業をしながら、老婆が低い声で歌い出し、それが一緒に仕事をする他の老婆に唱
和される幕切れは圧巻である。なお、本作は１９８４年のベルリン国際映画祭で国際映
画批評家賞を受賞。同年、小川プロ作品では初めて劇場公開された。 

《スタッフ》 

監督：小川紳介 撮影：田村正毅 音楽：関一郎 

現地録音：菊池信之 画：藤森玲子 詩：木村迪夫 

製作：伏屋博雄 

【 横 浜 キ ネ マ 倶 楽 部 】 
住   所：〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2 かながわ県民活動サポートセンターNo.269 横浜キネマ倶楽部 

<問合せ> TEL 080-2554-8023（10～18時） Eメール：yokohama_kinemaclub@yahoo.co.jp HPアドレス https://ykc.jimdofree.com/ 

 


